
１．はじめに

　地方の過疎化、高齢化は留まるところを知らない。20

15年には我が国の国民の４人に１人が高齢者になると言

われているが、地方では既に３人に１人、またそれ以上

が高齢者であるところは少なくない。2005年末には我が

国の人口が減少に転じたと言われたが、地方では既に国

勢調査ごとに１割ずつまたそれ以上の人口が減少してい

るところも数多く存在する。

　このような地方では、バスなどの公共交通機関の運営

が困難なうえに、自動車の運転が制限される高齢者が増

加するものと考えられ、今後のモビリティの確保が大き

な問題となっている。こうした背景をもとに、過疎化、

高齢化が進んだ地域を対象に、モビリティの確保に関す

る研究がなされるようになって来た1)。これらの研究で

は、対象となる地域の高齢化もかなり進んでおり、一般

の都市などとはモビリティに対するニーズも異なるもの

と考えられる。しかも、財政的な余裕もないためニーズ

に合わせた効率的なモビリティ確保の方法が必要となっ

ている。そのため、モビリティそのもののあり方も分析

対象となっており、生活満足度などとモビリティとの関

連などが分析されている2)。

　そこで、本研究では、過疎化、高齢化が著しい瀬戸内

海に浮かぶ大崎上島を対象に、高齢者が求める島内のモ

ビリティのあり方について、生活満足度との関係から明

らかにすることを目的としている。

　なお先にも述べたように、過疎化、高齢化の進んだ地

域を分析対象とした研究はいくらか存在するが、本研究

のように島を対象に、特に高齢者を中心に生活満足度や

モビリティのあり方を研究したものは余り多くない。

２．分析対象地域と使用データの概要

（１）大崎上島の概要

　本研究で対象としている大崎上島は、瀬戸内海のほぼ

中央、広島県竹原市の沖約10kmに浮かぶ面積約43.27km2

の島である（図－１）。2005年の国勢調査によれば大崎

上島の人口は9,238人であるが、20年前の1985年には14,

101人であり、他の瀬戸内海の島々と同様過疎化が急速

に進んでいる。一方、高齢化も進んでおり、65歳以上の

人口は1985年には19.8％であったが、2005年現在、既に

40.4％となっている。

　大崎上島は、かつて内航船舶を中心とした造船業とみ

かんの栽培で栄え、「東野町」「大崎町」「木江町」の

３つの町からなっていたが、いわゆる平成の大合併によ

り現在は「大崎上島町」のひとつの町に合併した。

　大崎上島と本州との間には6航路約82便/日のフェリー

や高速艇がある他、四国側と往来している航路も1航路8

便/日存在する。また、島の外周や島を横断する幹線と

なる道路はほとんど舗装され車が容易に通行できるよう

になっているが、島内には山中を中心に車が通行できな

い狭い道路も多く存在し、外周道路沿いだけではなく、

こうした狭い道沿いにも民家が点在している。

　島内には主に外周道路を通行するバス路線や、近年で

はコミュニティバスも運行をはじめており、道路網や

フェリーを中心とした本州とのアクセスなどから、モビ

リティという点では他の瀬戸内海の島々に比べ恵まれて

いるとする見方もある。しかしながら、近隣の島々が橋

によって本州と陸続きになってきたこと、島内のバス路

線は補助金を受け運行されているが、この数年内には補

助金もうち切られる予定であり、その運行の継続が懸念

されていること、また、コミュニティバスの運行もまだ

始まったばかりでもあり、島民に浸透し安定した運行が

なされるにはまだまだ時間がかかるとする意見もあるな

ど、必ずしも今後の状況は恵まれていない。

　なお、表－１は以上のような大崎上島の概要を示した

ものである。
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（２）高齢者を対象としたアンケート調査の概要

　本研究では、島内に住む60歳以上の高齢者を対象にア

ンケート調査を実施した。一般には65歳以上を高齢者と

する場合が多いが、今後のさらなる高齢化の状況につい

ても調査したいと考え、60歳以上を対象とした。アンケー

トの内容は、地元の商工会の要請もあり高齢者の買い物

行動の実態や、さらに高齢となったときの買い物行動の

意識などを尋ねることが中心となっているが、島内の生

活全般についての意識を尋ねる項目があり、本研究では

そうした項目を分析対象とした。その具体的な内容は、

図－２に示すような島内の施設やサービスに関する17項

目と、島内での総合的な生活満足度を尋ねたものである。

　アンケート票は、島内のNPO法人「かみじまの風」の

協力を得て、婦人会やサークルなどを通して配布してい

ただいた。こうした方法でアンケートを実施したのは、

対象者が高齢のためアンケートへの記載が困難となる場

合が多くなるものと想定され、こうしたことを避けるた

め、NPO法人やサークルの方々にアンケートへの記載の

手助けをしてもらおうと考えたからである。

　以上のような結果、合計161通のアンケート票を回収

することができた。島内では60歳以上の方はおおよそ4,

000人余り在住しているため、サンプリング率としては

約4％弱であったものと考えられる。また、島内におけ

る60歳以上の女性の人口比率は60％強、合併前の旧３町

の人口比率はおおよそ大崎町40％、東野町29％、木江町

32％であった。一方、回収したアンケート票の女性の比

率は70％を越えていた他、旧３町の比率は大崎町47％、

東野町17％、木江町36％となっていた。このように、実

施したアンケートでは、女性の比率が少し高く、地域別

では旧東野町の比率が少し低いものの、概ね偏りの小さ

いサンプルであるものと考えられる。

３．大崎上島の高齢者の生活満足度に関する意識

（１）島内の施設・サービスに関する満足度

　アンケートでは、島内の施設やサービスについて17項

目を設定し、その満足度を「満足」「やや満足」「どち

らでもない」「やや不満」「不満足」の5段階に分けて

尋ねている。ここでは、この5段階それぞれに「満足＝5

点」「やや満足=4点」「どちらでもない=3点」「やや不

満=2点」「不満足=1点」と点数化し、それぞれの項目ご

とにその平均点を計算した。これにより、もし不満も満

足もしていなければその平均点は3点となり、3点よりも

大きな値では満足である傾向が、3点よりも小さい値で

あれば不満の傾向があることとなる。

　以上のような結果を図示したのが図－２である。この

結果を見ると、「集会所の数」や「場所」は何れも3.9

と満足度が高くなっている。島内では婦人会やサークル

などが積極的に集会所を利用しており、こうしたことが

この結果に繋がったものと考えられる。またそれに伴っ

て、「知人」や「親戚との交流」も、3.7、3.6と満足度

が高い。また、「バス停のある場所」については3.5と

一定の満足が得られているものの、「バスの便数」につ

いては2.7と不満な傾向が見られる。加えて、「医療施

設の場所」や「数」は2.7、2.5と不満な傾向が見られ、

島内の「医療施設」には不満の声が大きい。

（２）島内での生活全般の満足度

　図－３は、図－２のようなサー

ビスや施設などの満足度を総合し

て、島内の生活に満足しているか

どうかを集計した結果を示したも

のである。

　この図を見ると、「満足」「や

や満足」を合わせてが35％となっ

ている一方、「不満」と「やや不

満」を合わせて39％となっている

ことがわかる。このように、島内

の高齢者では島内の生活に満足し

ていると人と不満足の人がほぼ同

じ比率になっていることがわかる。

４．高齢者のモビリティと生活満

足度の意識構造分析

表－１ 大崎上島の概要

図－２ 島内の施設・サービスの満足度

位　置 瀬戸内海のほぼ中央、広島県竹原市の沖約10Km

面　積 約43.26Km2

人　口 9,238人（2005年国勢調査）

人口密度 約213.5人/Km2（2005年国勢調査）

公共交通機関

など

本州および四国とのアクセスとしてフェリー、

高速艇がある。また、島内には路線バスおよび

コミュニティバスが運行している。
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（１）高齢者によるモビリティと生活満足度の意識構造

モデルの構築

　本研究では、島内におけるモビリティの満足度が施設

やサービスなどの満足度に及ぼす影響、さらにはそれら

が生活全体の満足度に及ぼす影響についての高齢者の意

識構造を分析するため、共分散構造分析3)を用いてその

モデル化を試みた。

　モデルの推定には、図－２の分析で用いた島内の施設

やサービスに関する17項目と、総合的な生活満足度を示

す図－３で用いた項目を用いた。モデルの構造は以下の

ような手順で決定した。まず、島内の施設やサービスな

どの満足度を先の17の質問項目に関連する「医療施設」

「介護施設」「集会所」「公園」「人との交流のしやす

さ」「買い物のしやすさ」の６つと「モビリティへの満

足度」に関するものに分け、計７つの構成概念（潜在変

数）にまとめた。そ

して、「モビリティ」

の満足度が施設や

サービスへの満足度

の項目で構成される

他の６つの構成概念

に及ぼす影響、さら

には図－３で用いた

「総合的な生活満足

度」といった構成概

念に及ぼす影響をい

くつか想定し、試行

錯誤を繰り返す中で、

理論的な整合性がと

れ、推定精度も高い

ものを最終的なモデ

ルとして採用した。

　図－４は、そうし

て得られたモデルの

推定結果を示したも

のである。

　まず、モデルの推

定精度を見ると、以

下のことがわかる。共分散構造分析では、一般にGFIやC

FIの値が0.9を越えること、RMSEAの値が0.1を下回るこ

とが基準とされる。図－４のモデルでは、GFIの値が0.9

を下回っているが、CFIやRMSEAの値は基準を満たしてお

り、概ね良好な推定結果が得られたものと考えられる。

　次に、構成概念（潜在変数）と各質問項目との関連を

表す測定方程式のパラメータを見てみると、すべて有意

水準１％で有意となっており、構成概念の存在や構成概

念と質問項目との関連に関する仮定は概ね立証できてい

るものと思われる。

　一方、構成概念間の関連を表す構造方程式のパラメー

タを見ると以下のことがわかる。まず、「モビリティ」

と他の構成概念との間のパラメータは、「人との交流」

「生活満足度」以外はすべて有意水準１％で有意となっ

ている。このように、モビリティの充実は「集会所」や

「公園」の利用しやすさ、「医療」や「介護」の受けや

すさ、「買い物」のしやすさなどの満足度を高めること

がわかる。「生活満足度」との関連では、「人との交流

のしやすさ」が有意水準５％で、「医療の受けやすさ」

は１％で有意となっており、これら２つの構成概念の満

足度が総合的な生活満足度を高める傾向が強い。

（２）生活満足度の要因分析

　次にここでは、「モビリティ」や他の６つの構成概念

に対する満足度が、生活全体の総合的な満足度に与える

影響について見るため、図－４の結果を用いて「総合的

図－４ 高齢者のモビリティと生活満足度に関する意識構造モデル

図－３ 高齢者の島内の生活満足度
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な満足度」に他の７つの構成概念が与える総合効果を求

めた。図－５はその結果を示したものである。なお、図

では総合効果だけではなく、その中を直接効果と間接効

果に分けて示した。

　図を見ると、総合的な生活満足度に対して最も大きな

総合効果を持つのは「モビリティ」であり、続いて「医

療の受けやすさ」「人との交流のしやすさ」の順に大き

くなっている。しかしこの中で「モビリティ」は直接効

果の値が小さく、間接効果の値が大部分を占めており、

他の２つが何れも直接効果のみであることとは異なる傾

向を示している。

　以上のことから、医療施設の充実など「医療の受けや

すさ」や「人との交流のしやすさ」の満足度を高めるこ

とは、直接生活の満足度を向上させることができること

がわかる。一方、「モビリティ」の向上も生活満足度を

向上させることに大きな効果があるが、それは直接的な

ものではなく、他の施設やサービスとの有機的な連携が

あってはじめて効果があるものと考えられる。

　そこで、モビリティがどのような施設やサービスと連

携ができれば生活満足度の向上に効果があるかを調べ

た。図－６は以上のことを調べるために、図－５のモビ

リティにおける間接効果の内容について、いずれの施

設・サービスとの関連によるものが大きいかを示したも

のである。この図によれば、最も大きな比率を示してい

るのは「医療に受けやすさ」の35.1％であり、「モビリ

ティ」の向上が「医療の受けやすさ」と連携されたとき

に生活満足度が大きく向上することがわかる。次に比率

が大きいのは「人との交流のしやすさ」の23.6％となっ

ている。図－４に示すように、「モビリティ」からこの

「人との交流のしやすさ」には、直結しているパスだけ

ではなく、「公園の利用しやすさ」および「集会所の利

用のしやすさ」を経由したパスも存在する。そこで、こ

の「人との交流のしやすさ」からの効果を、さらにこれ

らの項目からの効果に分けてみたところ、「人との交流

のしやすさ」からの効果の約48％が「集会所の利用のし

やすさ」を経由したものであった。こうしたことから、

「人との交流のしやすさ」の満足度を高めるように「モ

ビリティ」の向上を行うことが生活満足度の向上に繋が

り、特にその際、「集会所の利用のしやすさ」が向上す

るように「モビリティ」を向上させることが効果がある

ものと考えられる。

５．おわりに

　本研究では、大崎上島の高齢者を対象に行ったアン

ケート調査結果をもとに、高齢者の生活満足度とモビリ

ティの関連についてその意識構造を分析した。その結果、

以下のことがわかった。

１）大崎上島の高齢者は島内の医療施設やバスの便数な

どに不満を持っていた。その一方、人との交流のしやす

さや集会所等については概ね満足していた。また、こう

したことを総合した島内の生活については、満足してい

るものと不満な意識を持つものとに意見が分かれた。

２）共分散構造分析により、生活満足度とモビリティの

関連についてその意識構造をモデル化した。その結果、

「モビリティ」「医療の受けやすさ」「人との交流のし

やすさ」の向上が生活満足度を高めることがわかった。

この内特に、「モビリティ」については、その向上が

「医療の受けやすさ」「人との交流のしやすさ」との連

携がなされたとき生活満足度を高めることが示された。
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図－５ 各施設・サービスの生活満足度への効果

図－６ 「モビリティ」の総合効果の内訳


